
新たな防火規制の導入の検討古い住宅の解体費用助成
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　練馬区では、昨年度から、富士見台駅南側地区において防災まちづくり事業に取り組んでいます。
この間、オープンハウス、アンケート、ワークショップ等を通じて、たくさんのご意見をお寄せい
ただきました。
　こうした取り組みを通じて把握した地域の情報や皆さまからのご意見を踏まえ、このたび、地域
の主要な避難路を把握し、改善に取り組む路線を選定しました。
　今後は、区の職員がこれらの避難路に面するお宅を個別に訪問し、ブロック塀等の撤去、狭あい
道路の拡幅などの必要性や助成制度の活用方法について、ご説明させていただきます。
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閉そく防止路線、狭あい拡幅促進路線への個別訪問

新たな防火規制の導入を検討
古い住宅の解体費用助成に関する個別訪問

防災まちづくりに関する情報発信、防災啓発イベントの開催

（令和2年４月~８月）（令和2年４月~８月）

　防災まちづくりワークショップ（第
２回）は２月に開催する予定でしたが、
新型コロナの感染拡大を受け、会合形
式での開催に代えて、資料を送付した
上で、電話やアンケートを通じて参加
者のご意見を募る形をとりました。
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除却工事費用の
３分の２かつ
130 万円以下

※このほか、面積による限度額もあります。
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められるようになり、建物の更新に応じ
て、地域全体の不燃性が向上します。
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では、狭あい道路（公道）の
拡幅を促進するため、土地の寄付に対して奨励金
を交付します。

沿道では、危険なブロック塀等の
撤去を促進するため、通常よりも増額した助成金
を交付します。
通常の助成金額：8,000円/m8,000円/m

奨励金額：後退用地の寄付面積×相続税路線価×0.1
20万円20万円上限

※※ 南が丘小学校への避難路については、防災まちづくり
推進地区外のルートも含め、災害時に避難路を確保す
るための取り組みを進めます。
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防災まちづくりアンケートやワーク
ショップを通じて把握した皆さまの
想定避難路であること
地区内の主要な道路であること
地域内のバランス、避難路としての
連続性、道路の現況等を考慮

○

○
○

ブロック塀の倒壊等により塞がる
懸念がある路線（幅員６ｍ未満等）

○

狭あい道路の拡幅が必要な路線　
（幅員４ｍ未満）
見通し、空間の確保状況を考慮

○

○

皆さまからのご意見を踏まえて
検討した「地域の主要な避難路」と、
地域の主要な避難路の中から
選定した「改善が必要な路線」です。

今後も皆さまのご意見をお伺い
しながら、地域の避難路の確保
とその改善の取り組みについて
検討してまいります。


